


幣館コレクションの国芳
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江戸後期
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銭幣館主が模刻・改変した国芳作品
昭和前期

お金が描かれた錦絵を収集した銭幣

館主田中氏は、その中から1枚を模刻

し、年賀状代わりに配った時期がある。

物語の中の駅瑾アイテム
日本橋（現・本石町）に生まれ、晩年も日本橋（現・人形町）
で過ごしたとされる奇オ・歌川国芳。その日本橋にある
貨幣博物館にて、かつてない視点の国芳展を開催します。
本展の主役は、美術作品としてではなく、 お金や お金に
まつわるアイテムの在り方を伝える r民俗資料J として収集
された銭幣館コレクション中の浮世絵 です。画面を彩る
千両箱、小判、そ して福の神 や福を呼ぶ縁起物の数々。
それらは単なる絵画のモチ ー フではなく、当時の人々が
注い だ富への願いや、活気あふれる社会の様子を今に伝える
貴重な記録でもあります。

著名な 『 源頼光公館土蜘作妖怪図 」 や 『 流行猫の戯 J

シリ ーズから、 これまであまり 紹介されてこなかったお金や
福にまつわるアイテムがちりばめられた役者絵や福神絵まで、
貨幣博物館所蔵の国芳の浮世絵、約50点をご紹介します。
美術作品として鑑賞する国芳とは一味違った、江戸の暮らし
が感じられる r福がアイテムでみる国芳作品。江戸経済の
中心地・日本橋で、地元が生んだ絵師の筆致から、福に
彩られた江戸の文化をご覧ください。

資料保護のため、会期中展示替えがあります。
（前期：10月30日～12月13日、後期：12月15日～1月31日）

「流行猫の戯かがみやな草履恥の段」 「見立逢見のおかね岩井半四郎」

集合の福神絵 ちりばめられた。アイテム

「木曽街道六十九次之内
上尾三浦の高

「子賓遊」


